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東
教
育
財
団
で
は
、
中
央
区
内
の
学

校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
育
成
、
並
び 

に
、
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
た 

め
、
学
校
教
育
活
動
、
社
会
教
育
・
生

涯
学
習
活
動
、
並
び
に
、
地
域
文
化
・

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

令
和
四
年
度
の
助
成
事
業
の
申
請
受

付
は
、
二
月
九
日
（
水
）
か
ら
、
二
月

二
十
八
日
（
月
）
ま
で
で
す
。 

※ 

な
お
、
申
請
の
事
前
相
談
は
随
時
受

付
し
て
い
ま
す
。 

  

  

  

 
 

   

 
 

助

成

対

象

事

業 
  

 
① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・
発 

展
に
寄
与
し
、
か
つ
、
当
該
学
校
の
独
自

性
や
特
性
を
持
つ
事
業 

〈 

参 

考 

事 

例 

〉 

〇 

地
域
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
産
業 

等
に
関
す
る
調
査
・
学
習
事
業 

〇 

右
記
の
調
査
・
学
習
に
よ
っ
て
作
成 

し
た
冊
子
等
の
発
行
事
業 

〇 

外
国
に
つ
な
が
り
の
あ
る
児
童
生
徒 

へ
の
日
本
語
等
指
導
事
業 

〇 

姉
妹
校
交
流
（
多
文
化
交
流
・
共
生
） 

事
業 

   

 

    

〇 

伝
統
芸
能
（
文
楽
、
能
等
）
鑑
賞
・ 

学
習
・
発
表
事
業 

〇 

校
内
緑
化
等
自
然
環
境
整
備
事
業 

〇 

ク
ラ
ブ
活
動
に
必
要
な
用
具
・
資
材

の
購
入
・
貸
与
事
業 

〇 

ク
ラ
ブ
活
動
の
地
域
交
流
事
業 

（
例
：
吹
奏
楽
部
が
開
催
す
る
地
域
コ
ン

サ
ー
ト
） 

〇 

ク
ラ
ブ
活
動
等
に
お
け
る
全
国
大
会 

等
へ
の
参
加
事
業 

〇 

学
校
周
年
記
念
事
業
（
十
周
年
等
特 

  

別
に
実
施
す
る
周
年
事
業
に
限
る
） 

                

 

  

    

② 

社
会
教
育
・生
涯
学
習
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

は
こ
の
限
り
で
な
い
。 

  

 

    

 

    

③ 

地
域
文
化
・ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
地
域
ま
ち

づ
く
り
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業 

業
た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

は
こ
の
限
り
で
な
い
。 
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「
学
校
教
育
事
業
助
成
説
明
会
」 

 

令
和
四
年
度
の 

助
成
事
業
を 

募
集
し
ま
す 

「
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成
説
明
会
」 

 

 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

本
年
も
よ
ろ
し
く 

麗 

春 

東
教
育
財
団
だ
よ
り 



 

 
 （２）  

助
成
対
象
団
体 

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
に
所
在
す
る
公
立
の
幼
稚

園
、
小
学
校
及
び
中
学
校 

② 

社
会
教
育
・生
涯
学
習
事
業
助
成 

 
 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
活
動
を
行
う

社
会
教
育
団
体
及
び
生
涯
学
習
団
体 

③ 

地
域
文
化
・ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う

団
体 

        

  
 

 
   

 

  

       
助 

成 
基 
準 

令
和
二
年
度
以
降
の
助
成
基
準
及
び

助
成
額
は
、
令
和
元
年
度
と
同
様
で
あ

る
（
令
和
元
年
九
月
四
日
開
催
の
「
資

金
運
用
及
び
助
成
事
業
検
討
委
員
会
」

で
取
り
纏
め
、
同
年
十
月
九
日
開
催
の

「
理
事
会
」
に
お
い
て
承
認
）。 

但
し
、校
園
周
年
記
念
特
別
事
業
及
び

外
国
語
対
応
教
育
環
境
充
実
事
業
へ
の

特
別
助
成
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

助   

 
 

       

  

  

令
和
三
年
度
に
助
成
し
た
事
業
で
、

既
に
実
施
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
も
の

を
一
部
紹
介
す
る
。 

当
初
計
画
通
り
実
施
で
き
た
事
業
も 

あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
実
施 

時
期
や
実
施
場
所
、
さ
ら
に
は
事
業
内

容
等
を
変
更
し
た
も
の
が
あ
る
。 

船
場
ま
つ
り 

「
講
談
（ 

 

落
語
）
と
講
演
の
会
」 

《
当
初
計
画
通
り
実
施
》 

淀
屋
研
究
会
で
は
、
十
月
二
日
、
船

場
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
「
講
談
（ 

落
語
）
と
講
演
の
会
」
を
綿
業
会
館
で

開
催
し
た
。 

 

第
一
部
の
古
典
芸
能
部
門
で
は
、
先

ず
、
若
手
女
流
落
語
家
№
１
の
露
の
紫

が
「
悋
気
の
独
楽
」
を
、
続
い
て
、
講

談
師
旭
堂
南
龍
が
「
出
世
の
大
盃
」
を

語
ら
れ
、
従
来
よ
り
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
面
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
た
。 

第
二
部
の
講
演
で
は
、
大
阪
く
ら
し

の
今
昔
館
前
館
長
（
大
阪
市
大
名
誉
教

授
）
の
谷
直
樹
氏
が
〝
天
下
の
台
所
〟 

 

      
 

             

  

と
称
さ
れ
大
阪
発
展
の
原
点
と
な
っ
た

蔵
屋
敷
の
歴
史
を
語
ら
れ
、
先
人
の
知
恵

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

       

「
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」 

《
当
初
計
画
通
り
実
施
》 

 

北
大
江
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
で
は
、
毎
年
十
月
の
一
週
間
を

「
コ
ン
サ
ー
ト
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」
と
し
、
地
域
周

辺
の
事
業
所
の
自
主
開
催
に
よ
る
ラ
イ

ブ
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
開
催
す
る
と
と
も

に 
 

                         

 

 

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成
説
明
会
」 

 

「
地
域
文
化
事
業
助
成
説
明
会
」 

 

助
成
事
業
の
紹
介 



（
「
筒
の
風
車
」
お
も
ち
ゃ
作
り
風
景
） 

 

（
八
軒
家
浜
ラ
イ
ブ
風
景
） 

 

   
 

（３）  

に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
で
あ
る
北

大
江
公
園
や
八
軒
家
浜
船
着
場
等
で
野

外
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
き

た
。 

 

し
か
し
、
昨
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

実
施
手
法
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
今
年
は
計
画
段
階
か
ら
自
主

開
催
コ
ン
サ
ー
ト
の
定
員
を
限
定
す
る

と
と
も
に
、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
は
三
十
分

間
と
し
、
客
席
を
設
け
ず
街
と
空
に
向
け

願
い
を
込
め
て
演
奏
す
る
形
を
と
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
さ
れ
た
。 

（
助
成
額
一
二
万
円
） 

 

                             

  

「
南
大
江
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」 

《
当
初
計
画
通
り
実
施
》 

                

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
参
加
人
員
を
絞

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
（
八
〇→

五

〇
人
）、バ
ス
二
台
で
目
的
地
ま
で
移
動

し
、
平
等
院
・
庭
園
や
あ
じ
ろ
ぎ
の
道

を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
、
健
康
増
進
を
図

る
と
と
も
に
平
等
院
の
歴
史
を
学
ん

だ
。
ま
た
、
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
見
学
し
、
平
安
時
代
の
暮
ら
し
と
源

氏
の
世
界
を
体
感
し
た
。
さ
ら
に
亀
岡

に
移
動
し
、
Ｊ
Ａ
た
わ
わ
朝
霧
で
黒

豆
・
丹
波
し
め
じ
な
ど
の
京
都
を
味
わ

う
食
材
に
接
し
四
季
を
感
じ
た
。 

（
助
成
額
一
五
万
円
） 

        
  

                    

  

船
場
ま
つ
り 

「
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
広
場
」 

  

《
実
施
場
所
・
事
業
内
容
等
を
変
更
》 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
実
施
場
所
を
小

学
校
か
ら
難
波
神
社
境
内
に
変
更
し
た

こ
と
に
よ
り
、
事
業
対
象
者
を
子
供
か
ら

大
人
ま
で
に
広
げ
る
と
と
も
に
、
事
業
内

容
も
「
美
術
教
室
」
か
ら
「
お
も
ち
ゃ
作

り
教
室
」
に
変
更
し
、
難
波
神
社
を
参
拝

し
た
後
、
大
人
と
子
供
が
一
緒
に
伝
統
お

も
ち
ゃ
作
り
や
バ
ル
ー
ン
ス
ラ
イ
ム
作

り
を
楽
し
ん
だ
。 

 

（
助
成
額
八
万
円
） 

                         

   

「
浪
華
地
域
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
」 

《
実
施
場
所
・
事
業
内
容
等
を
変
更
》 

 
 

                

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
飲
食
を
伴
う
「
浪

華
の
輪 

夏
ま
つ
り
」
は
中
止
し
、「
地

域
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ

り
、
音
楽
を
通
じ
て
地
域
住
民
の
親
睦
を

深
め
、
浪
華
地
域
の
新
し
い
輪
と
し
て
町

の
活
性
化
に
繋
げ
る
た
め
、
十
月
十
七
日

（
日
）
船
場
浪
華
会
館
で
地
域
住
民
等
を

対
象
に
「
浪
華
地
域
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
た
。 

 

（
助
成
額
七
万
円
） 

               

 



「
パ
リ
の
セ
ー
ヌ
川
シ
テ
島
」 

                             

  （４） 

 

        

大
阪
人
は
、
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
を
訪

れ
る
と
心
が
安
ら
ぐ
の
を
感
じ
る
。
そ

れ
は
都
市
の
規
模
と
と
も
に
地
勢
も
よ

く
似
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

ロ
ン
ド
ン
に
は
、
テ
ー
ム
ズ
川
と
港

が
あ
り
、
小
高
い
丘
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

大
阪
に
は
、
淀
川
（
大
川
）
や
夕
日
が

美
し
い
海
が
あ
り
、
生
駒
・
信
貴
山
系

や
六
甲
山
系
の
緑
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

パ
リ
の
セ
ー
ヌ
川
シ
テ
島
は
大
阪
の
中

之
島
の
よ
う
で
あ
る
。 

大
阪
は
、
紀
元
前
三
世
紀
か
ら
紀
元

後
三
世
紀
ま
で
は
弥
生
文
化
の
時
代
で

あ
り
、
四
世
紀
の
初
め
に
仁
徳
天
皇
が

難
波
に
高
津
宮
を
創
り
、
六
世
紀
に
は

聖
徳
太
子
が
四
天
王
寺
を
建
立
し
た
。 

 

し
か
し
、
仁
徳
天
皇
の
高
津
宮
時
代
、

ロ
ン
ド
ン
は
未
だ
ロ
ー
マ
の
植
民
地

で
、
ロ
ー
マ
軍
が
駐
屯
し
て
い
た
。
パ

リ
は
ロ
ー
マ
人
が
築
い
た
古
代
都
市
が

ゲ
ル
マ
ン
人
に
破
壊
さ
れ
、
ロ
ー
マ
軍

ル
マ
ン 

                   

   
 と

ゲ
ル
マ
ン
人
の
紛
争
地
で
あ
っ
た
。
ベ

ル
リ
ン
は
ま
だ
未
開
の
地
で
あ
っ
た
。 

 

   

 
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
が
セ
ン

ト
・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
を
建
設
し
た
の
は

七
世
紀
初
め
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ロ
ン

ド
ン
は
商
業
・
手
工
業
・
文
化
・
工
業
・

政
治
都
市
と
し
て
繁
栄
し
た
。 

 

江
戸
は
も
と
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大

半
や
京
都
が
ま
だ
未
開
の
地
で
あ
っ
た

こ
ろ
、
難
波
は
首
都
や
副
首
都
と
し
て

栄
え
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
時
代
が
下
が
っ
て
幕
末

か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て
来
日
し
た
外

国
人
が
大
坂
（
大
阪
）
の
ま
ち
の
印
象

を
書
き
残
し
て
い
る
。 

 

安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
、
日
英
修

好
通
商
条
約
締
結
の
た
め
エ
ル
ギ
ン
卿

と
と
も
に
来
日
し
た
ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ

リ
フ
ァ
ン
ト
は
、「
江
戸
は
ロ
ン
ド
ン
、

京
都
は
ロ
ー
マ
、
大
坂
は
パ
リ
だ
」
と

評
し
た
。
そ
れ
よ
り
古
く
安
永
四
（
一

七
七
五
）
年
八
月
か
ら
一
年
半
の
間
、

日
本
に
滞
在
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
生

物
学
者
・
ツ
ン
ベ
ル
グ
も
「
樹
木
が
芸

術
的
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
大
坂
は
パ

リ
で
あ
る
」
と
書
き
残
し
た
。 

 

大
阪
を
ベ
ニ
ス
に
喩
え
た
の
は
イ
ギ

リ
ス
の
初
代
駐
日
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク

だ
。
ま
た
、
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年

か
ら
翌
年
に
か
け
て
滞
日
し
た
フ
ラ
ン 

        

   
 ス

海
軍
士
官
の
Ｅ
・
ス
エ
ン
ソ
ン
も
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
そ
の
数
多
く
の

運
河
と
橋
の
ゆ
え
に
大
坂
は
ど
こ
か
ベ

ニ
ス
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
水
上
の
交

通
は
、
通
り
の
そ
れ
と
同
様
煩
雑
で
、
こ

れ
ら
狭
い
運
河
の
光
景
、
緑
の
木
々
や
色

と
り
ど
り
の
花
に
飾
ら
れ
た
露
台
の
あ

る
木
造
の
家
が
水
上
に
せ
り
出
し
て
い

る
光
景
は
、
絵
の
よ
う
に
美
し
い
」（『
江

戸
幕
末
滞
在
記
』
長
島
要
一
訳
）。 

 
 

             

小
泉
八
雲
が
、
大
坂
の
町
並
み
の
美
し

さ
を
絶
賛
し
て
「
ベ
ニ
ス
の
よ
う
だ
」
と

い
っ
た
の
は
、
夙
に
有
名
で
あ
る
。 

（
槇 

野 

勝
・
記
） 

  

 

「
イ
タ
リ
ア
・
ベ
ニ
ス
の
運
河
」 

 

「
ロ
ン
ド
ン
の
街
並
み
と
テ
ー
ム
ズ
川
」 

お

お

さ

か 

落

ち

穂

拾

い 

    

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
と
大
阪 

 


